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はじめに

　死は，われわれが直面する現実の中で最も厳

しいものである。しかも，この死という厳しい

現実は，その当事者ばかりでなく，取り巻く周

囲にとっても大きな脅威となる。しかし，多く

の場合，それは突然のように襲って来て，われ

われの側に心の備えができていようといまいと

に関わらず，有無を言わさず通り過ぎていく。

これを逃れ得る者は一人もいない。受容する以

外にないのだが，われわれは皆一様に葛藤と苦

闘を繰り返す。このことについては，キュプ

ラー・ロスの研究に詳しい（1）。これまでどれだ

けの死を見て来たとしても，自らの死や愛する

者の死と向き合わされる経験は，今までのそれ

とは全く異質のものであり，われわれはこれに

戸惑う。そして，この死は，その後の人生を全

く別のものに変えてしまう。これ程絶望的で容

赦ない衝撃は他に類を見ない。そんな残酷な仕

打ちにもかかわらず，世界は昨日と全く変わら

ず動いており，人生もまた相変わらず進んで行

く。取り残された者たちは，そこで絶望感に打

ひしがれつつも，同時に焦燥感と倦怠感を抱き

ながら，いつか再び自らの足で立ち上がらなけ

ればならないというもう一つの現実とも直面し

なければならない。こうした二重の意味を持つ

厳しい死の現実をわれわれは受け取り，消化し

ていかなければならないのだ。かかる現実に対

する対処の仕方は個人により相違があるとして

も，その個人を取り巻く社会や文化にはある一

定の対処の仕方なり規則性といった習慣が見出

される。

　本稿では，アーミッシュの社会に見られる葬

送の文化を検証してみたい。特に，ここでは聖

書「創世記」の葬儀の解釈から彼らの死の現実

の受けとめ方を見ていくことにする。

１．死を意識して生きる

　死生学の研究者であるマックス・シェラー

は，「人間はどの程度まで死を個人的に体験で

きるか」と自らに問いかけている。そして，人

は年を重ねて，多くの同世代を先に天国に送り

出してしまうと，現在生きている周囲の人たち

との繋がりを保ちづらくなるという。彼は「他

人の生への関わりがうまくできなくなるのは，

この他の人の死への強い繋がりによる」（2）と述

べ，先に召された者と残された者との絆は，死

後も続いていくことを強調している。
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　ドイツを代表する哲学者であり神学者でもあ

るハイデッガーは，「死とは人間を訪れるひと

つの出来事ではなくて，すでに人間がその誕生

以来生きてきている事実なのだ」と述べ，「人

間は生まれた時からつねに死にのぞんでいる」。

「死という基調の上に生まれ，かつ生きてい

る」。「生まれるとすぐ，もう死んでも十分な存

在となっている」。「死がわれわれの存在を形づ

くっている」。「われわれは，毎日毎日，われわ

れの死を生きている」のであって，人間は本質

的に「死に至る存在（Sein-zum-Ende）」である

という。そして，「この死は個人の意識にとっ

て何を意味するのか」とハイデッガーは問い，

その答えとして「生を中断することによって，

死は生を未完のままに終わらせる。……未完成

こそがわが存在の本質なのだ。……死は生がひ

とつの価値，しかも未完の価値であることある

ことを教えてくれる」（3）。

　この死の常住という問題が，ハイデッガー哲

学を支配し，また深遠なものとしている。一

方，フランスを代表する実存主義の哲学者サル

トルは，反対の見地を示している。「死は原則

的にぼくから逃れていくものだ。……死は誕生

と同じく純然たる事実なのだ。……われわれが

生まれたということが不条理なように，死んで

いくこともまた不条理なのだ。その上，われ

われはいつも死ぬと来ている」。したがってサ

ルトルにとっては，「生は，それが存在を続け

るかぎり，いかなる死にも汚されぬ自由なもの

だ。なぜなら，ぼくは生きている自分しか考え

ることができないからだ。人間は生のために作

られた存在であって，死のために作られた存在

ではない」（4）。

　サルトルほどの現実家が，死や有限性を事実

として認めようとせず，自ら非現実主義に落ち

込んでいるのを見るのは，奇妙に思われるが，

かくて，死を前にして二つの基本的な態度があ

り得るということだ。ハイデッガーはそれを目

の前に見据え，サルトルはそれから逃れようと

する。この二つの態度がわれわれにとっても取

り得る姿勢である。

　ハイデッガーの立場は，古代ユダヤ文学の中

に現されたモーセの死生観とも一致する。「私

たちの齢は七十年。健やかであっても八十年。

しかも，その誇りとするところは労苦とわざわ

いです。それは早く過ぎ去り，私たちも飛び去

るのです。それゆえ，私たちに自分の日を正し

く数えることを教えてください。そうして私

たちに知恵の心を得させてください」（5）。（詩篇

90: 10・12  新改訳）

１－１．日本における状況

　こうした自らの死を意識し生きるという姿勢

や亡くなった人との関係が今でもリアルに続い

ているという死生観は，日本近現代思想家たち

（池田晶子，上原専禄，井筒俊彦，小林秀雄，

柳田國男，鈴木大拙，西田幾多郎，神谷美恵子）

の中にも見られるものであり，特に，３・11以

降日本において多くの人たちによって認識され

る死生観であると若松英輔は語っている（6）。

　島薗進は，近現代の日本人の死生観につい

て，「宗教は信じないが，良き死には関心があ

る」と述べ，特定の宗教を信奉していなくても，

心で永遠の命を得るとか，死を通して究極の解

放に至るという死生観文化が，「1970年代以降

の日本の学問，文化，教育の中で死生観への関

心が高まってきた」（7）と語る。

　島薗は，この書の中で，「『おくりびと』と
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二十一世紀初頭の死生観」という章の中で「死

に向き合うことの勧め」と題して，人の死と葬

送儀礼がもたらす「絆の回復」ということにつ

いて触れている。「この映画の背後では父と息

子の軋轢と和解という物語，悲しみを超えて癒

しの時が訪れる物語の時間が流れている。父の

死とツヤ子の死（銭湯のおかみで，息子と最後

まで争っていた姿が，主人公と亡くなった母の

関係と重なる）という重い犠牲を経て，生への

信頼と若い夫婦の絆が回復される」（括弧内は，

筆者の補足）。この言葉の中に，葬制文化が本

来包含している人間関係における赦しや和解と

いった親しい者たちとの関係の回復という人生

の重要なテーマが扱われていると思われる。

　島薗進は，前書の中で，「おくりびと」のも

う一歩踏み込んだ解釈として，興味深い見方を

与えている。この映画では，「父と子，母と子，

そして妻と夫のか細くはかない絆が問題になっ

ている。ハッピーエンドに終わっているようだ

が，けっしてがっちりとした温かい絆の回復

が期待されている訳ではない」。映画の主人公

たちが「納棺のために訪れる家族は，濃密な共

同体や複雑な人間関係をかいま見せている。だ

が，主人公たちはどちらかといえば，そうした

共同体の外に立っている」。ハッピーエンドと

いうよりも，「むしろこの作品は，厳しい死の

表象を媒介とすることで，かろうじて薄くか細

い絆への信頼感を呼び覚まそうとしていると見

るべきだろう。……この解釈は，現代における

死の文化の復興と見られるもの全体の解釈にも

関わってくる。個人の信仰によって自己を支え

る共同性を見いだしにくくなった現代人は，死

や喪失を強く意識し，その表象を深く内面化す

る。そしてそのことによって，はかない個々人

の間の絆を保持し，かろうじて我が身の置き場

を確保しようと試みている」（8）。

　それでは，現代人は，どこにその「我が身の

置き場」を確保しようと試みるのだろうか。こ

のことに一つの光を与えてくれる事例として

「べてるの家」が挙げられよう。

１－２．ありのままでいられる安全な場

　斉藤道雄が，べてるの家で目撃したものに

ついては，『治りませんように』で述べられて

いるが（9），その本のタイトルからも分かるよう

に，「ただ治そうとする生き方をやめ，病気の

中で，それとともに生きることを受け入れると

き，病気は重い荷物から宝へと姿を変える」と

いう生き方を模索する働きだ。「精神障害やア

ルコール依存などの問題を抱える人々が，共同

生活を営むべてるの家では，保護され代弁され

る存在でしか生きることが許されなかった患者

としての生き方を抜け出して，一人ひとりの悩

みを，自らの抱える生きづらさを，労苦を語る

言葉を取りもどしていくこと」を目指してい

る。

　このありのままを受け入れること，未完のま

まを受け入れるという生き方の中に，現代にお

いて我が身の置き場を確保しようと試みる活動

の鍵があるのではないか。

　脳外科でもあった精神科医で，日本にも何度

か来日したことのあるポール・トゥルニエは，

対話，特に告白の重要性についてこのように述

べている。

　診察室の中で一対一で向かい合っている時，そ
の人に決定的な瞬間が訪れることがあります。今
まで誰にもしゃべったことのない思い出が彼の心
に浮かんできたのです。彼はためらい，沈黙し，
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大きな苦痛に身悶えします。彼はささやくように
言いかけます。「あなたが私のことをどう思われ
るか分かりませんが……」。そしてついに耐え切
れず，抵抗を捨ててしゃべり始めます。深い感動
がわれわれを包みます。真実の感動とでもいいま
しょうか。彼は私の眼をじっと見つめながら言い
ます。「真実を語るってことは何と恐ろしいことで
しょう」。私は彼の感動を自分のもののように感じ
ます。「真実を語る勇気を持つ人間は，何と偉大な
ことでしょう」。勿論，以前にも彼がほんとうの
ことをいろいろ私に語ったことはあり得ます。し
かし，今感じているような感覚はいまだかつてな
かったものです。だから，これは新しい誕生のよ
うなものです。人は誰でも一つの真実しか持ち得
ません。しかし，その一つ一つの真実に絶対の香
りが含まれているのです。……人間は真実を求め
つつもまたそれから逃れようとします。いや，人
間は真実から逃れながら，またいつも変わらずそ
れを探し求めることをやめないのです，人は自分
を魅惑するものからこそ逃れようとするものです。
といって，生きるためにはそれがなければなりま
せん。真実への愛こそ，自己とのあらゆる調和の
源泉なのです。これは特にわれわれの内的真実の
場合のことです。外的な，客観的，知的真実はわ
れわれの行動に大きな影響は持ちません。われわ
れの行動を決定するものは，われわれの自分自身
に対する透明さの度合い，つまり，自分自身との
一致感の程度なのです（10）。

　また，トゥルニエの友人の外科医のところ

に，身動きのできない老婆が入院していたとい

う。各種の検査を試みたところ，全てが正常で

あることだったので，彼女を励まし起きるよう

に勧めたが，全く無関心であった。そこで，医

師はいつからこのような状態が続いているのか

を尋ねると，それは娘が死んだ３年前からだと

答え，さらに「それ以来私の人生には何の意味

もなくなりました」と続けた。ところが，この

外科医も似た経験をしていた。息子を事故で亡

くしていたのだ。しかも，この老婆はその息子

が亡くなった同じ部屋に入院していた。彼は，

そのことを彼女に話すべきか葛藤した。それは

外科医がやることではない。しかし，やむにや

まれぬ思いに勝てず，彼はそのことを話すこと

になる。彼によれば，普通でない診察が行なわ

れ，それは一方通行の問診ではなく，対話であ

り，医者個人の証言であり，苦痛の告白であっ

た。翌日，老母は身支度を整え，「お世話にな

りました」と謝辞の言葉とともに決然と立ち上

がり退院して行った。止まっていた時計はみご

とに動き出したのだった。

　これは，生きる意欲を疎外していたものを会

話が取り除いた一例だと考えられるが，この会

話にはどんな意味や力があったのだろうか。

１－３．アーミッシュに学ぶ

　近年，終末期医療，尊厳死やホスピス，看取

りの在り方，そして，正しい悼み悲しみといっ

たことの重要性が語られ，さまざまな分野にお

いてその関心が高まっているが，こうした死生

学が取り扱う課題は，最近始まったことではな

く，人類史のはじめからわれわれの先祖が取り

組んできたものである。人類の最大の敵である

死をどう捉え，いかにそれを乗り越え，さらな

る発展を遂げてきたのかということは，それぞ

れの文化によって異なっている。しかし，そこ

には多くの共通項があることも知られている。

しかし，この葬送文化を研究することは，その

文化や人々を知る上で大きな助けになる。ここ

では，アーミッシュの文化が生み出してきた，

彼らの葬送の在り方を通して，愛する者の死を

どのように扱い，そして受け入れてきたのかを

確認したい。アーミッシュの専門家によれば，

葬儀とはそもそも亡くなった者のためであるよ



48

りも，残された者たちのためにあるという（11）。

それは，彼らが死というものをどのように受け

とめ，それをプロセスし，そして，立ち上がっ

ていったのかということ。その悼み悲しみ方，

その死後の理解，その死を通して成し遂げてき

たこと，その死の乗りこえ方などについて，葬

送儀礼を通して考察していきたい。また，彼ら

が独自の価値観や世界観を構築してきた背後に

ある聖書理解にも触れておくことにする。

　日本におけるアーミッシュに関する本格的な

研究は，その数が限られており，ましてやその

死生学研究はほとんど行なわれていないのが現

状である。この度の試みは，長年にわたり交友

を深めてきたアーミッシュのエイブ・トロイ

ヤー氏と彼の父でもあり，その教区の長老でも

あるハリー・トロイヤー氏からの聞き取りの記

録をもとにして構築することができた（12）。

２．アーミッシュの「創世記」葬送理解

　なぜ，「創世記」なのか。それは，アーミッ

シュにとって，創世記に登場する族長たち（ア

ブラハム，イサク，ヤコブ，ヨセフ）の放浪

の人生の歩みが，彼らの歴史と重なるからだ。

アーミッシュの人びととは，ヨーロッパを追わ

れ北米に移住してきた人たちである。その出発

点は，宗教改革にまで遡る。彼らが北米に移住

しようと決意した時，彼らは単に新たな出発

点としてペンシルバニアを目指したのではな

く，聖書の教える約束の地を想定していたこと

は，彼らがその新天新地において命名した町の

名前にも現れている。それは約束の地を意味し

た「ゴーシェン」（13）が少なくない。ゴーシェン

とは，もともと創世記に登場する族長ヤコブ

（アブラハムの孫）がエジプトに移住した時，

息子ヨセフによって割り当てられた肥沃な土地

であった。しかし，このゴーシェンの地がヤコ

ブの子孫にとって最終目的の土地であったわけ

ではない。最終的には約束の地，カナンに戻っ

てくることになるのだが，この約束地をめぐっ

ては歴史上さまざまな紛争が続いている所であ

る。ここでは，その問題を政治宗教的視点から

考察することではなく，死生観及びユダヤ人の

宗教観の視点から追いつつ，それがアーミッ

シュにどのような影響を与えて来たのかを考察

してみたい。

２－１．サラの死（創世記23: 1-20）

　約束の地について示しが与えられていたにも

かかわらず，遊牧民の生活を続けていたアブラ

ハムに一つの転機が訪れた。それは，天幕生活

から家という定住生活ではなく，墓という形

で，はじめて法的に土地の所有権を持つことに

よってであった。アブラハムの妻，サラの死で

ある。遊牧民には遊牧民の埋葬の仕方があった

と思われるが（14），どうして所定の場所を購入

し，墓を構えることにしたのか。そこには，二

つの理由が考えられるが，この土地を所有する

という部分において，この記事はアーミッシュ

の歴史と重なるとハリー・トロイヤーはいう。

ヨーロッパにおいて，そして北米に移って来て

からも，さまざまな迫害のために居住地を転々

としなければならなかった彼らにとって土地を

所有するということは，われわれには想像でき

ない程の重要性があったようだ。

２－１－１．妻への感謝

　第一は，アブラハムが妻サラに強いて来た苦

難を思い，せめて満足のいく埋葬の儀をまっと
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うしたいと思ったのではないかということであ

る。それは，故郷の習慣に従って行なう葬送儀

礼であったと思われる。尾山令仁は「老いた夫

が長い間の忠実な妻の死の際になした美しい物

語」（15）と説明し，その理由を感謝にあったと述

べている。ハリー・トロイヤーによれば，母親

の葬儀において，アーミッシュでは，その故人

が好んでよく作った料理が，埋葬の後に提供さ

れるという。それは，アーミッシュのソール・

フード（Soul Food）と称されるマッシュポテ

トとソーセージ，パン，チーズであるが，その

味付けはその家族によって異なる。女性たちは

故人の味付けに近いものを作り，しばしばそこ

にワインやラム酒も振る舞われる。当然のこと

であるが，これらの食事はすべて手作りであ

る。また，年配の女性の葬儀においては，しば

しばこのサラの葬儀の箇所が引用されるという

ことだ。

　さて，この創世記23章においてその土地所有

者であったヘテ人との取引の記事が詳しく述べ

られているところから，族長時代の社会習慣，

特に法的な背景を描写することで，この記述の

歴史的信憑性を示していると考えられるが，そ

れは，外国人寄留者が土地を所有することがい

かに困難なことであり，アブラハムが十分過

ぎる額を支払わされたとも考えられる（16）。在

留異国人の地位の低さにについて考える時，遊

牧民が定住，あるいは墓を所有するということ

が当時どのような意味があったのかが推測され

る（17）。これだけの銀を用意することは，裕福

なアブラハムにとっても決して容易なことでは

なかっただろう。しかし，アブラハムにとって

は，金銭の問題ではなかったのである。聖書

は，「アブラハムは来て，嘆き，泣いた」（創世

記23: 2）と述べ，彼の悲しみの深さを描写して

いる。この「嘆き」という言葉であるが，それ

は「胸を打ち，声を出して悲しむ」という意味

である（18）。彼の心の思い，すなわち苦労をか

けた妻への申し訳なさと感謝がここに集約され

ていると考えるのが妥当だろう。

　この嘆きについてであるが，アーミッシュの

葬儀は静かに執り行われるので，声を上げて泣

くということはほとんどない。しかし，エイ

ブ・トロイヤーによれば，やはり母，あるいは

妻の死というのは，父系社会であるアーミッ

シュにおいても特別な感情が吐露される時でも

あるという。子どもの死も辛いものであるが，

夫や父の死とはまた違った情緒が表現されるも

のだということだった。

２－１－２．永遠の命への信仰

　第二は，アブラハムの信仰から見る視点だ。

神学者たちは，「死において族長たちが，もは

やさすらい人ではなく，世継ぎであるという

ことの象徴である」（19）といった解釈を施してい

る。どういう意味か。それは，この地上の人生

で終わるのではなく，死後も，否，死後にこそ

最終の目的地があるという視点である。この観

点についても，アーミッシュの伝統は興味深い

解釈をしている。彼らは，ここでヘブル人への

手紙11章13－16節を引用する。

　これらの人々はみな，信仰の人々として死にま
した。約束のものを手に入れることはありません
でしたが，はるかにそれを見て喜び迎え，地上で
は旅人であり寄留者であることを告白していたの
です。彼らはこのように言うことによって，自分
の故郷を求めていることを示しています。もし，
出て来た故郷のことを思っていたのであれば，帰
る機会はあったでしょう。しかし，事実，彼らは，
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さらにすぐれた故郷，すなわち天の故郷にあこが
れていたのです。それゆえ，神は彼らの神と呼ば
れることを恥となさいませんでした。事実，神は
彼らのために都を用意しておられました。

　「これらの人々」とは，アブラハムやサラの

ことである。彼らはその信仰によって，危機的

な試練を何度も乗り切ってきたのだが，彼らが

最終的に目指したものは，この地上における楽

園や故郷を持つことではなく，この地上では遊

牧民としての生活を享受しつつ，最後まで天国

への旅人，寄留者として生きることであった。

アーミッシュは，葬儀においてこの生き方の重

要性を再確認するためにこの箇所を朗読する。

　こうした二つの理由がアブラハムの中には存

在していたものと考え，アーミッシュはそれに

従う。エイブ・トロイヤーによれば，この第二

の視点は「ヘブル書」も語るように，アブラハ

ムばかりでなく，族長イサク，ヤコブたちも

持っていた信仰であり，誰かの死に接する時，

彼らも必ず考えさせられなければならないとい

う。葬式が行われるたびに，いかなる死生観を

持っているのかということが問われ，それに

よって自分がほんとうの天国への旅人であるの

かが再強化されていくのだという。

２－１－３．母性への敬意

　ただここで，さらにもう一つの視点を加えて

おく必要がある。それは，アブラハムの視点か

らではなく，母親を失った息子イサクの母への

追悼の視点からである。アーミッシュの死生観

について語る場合，しばしば看過されがちなの

であるが，エイブ・トロイヤーによれば，アー

ミッシュは母親の死に関して，深く喪に服す傾

向があるという。家族のために自らの人生を犠

牲にし，多くの子どもを出産し，黙々と働いて

来た母親に対する深い感謝の念が葬儀には現れ

るという。それゆえ，母サラの死の記述の直後

に，イサクの慰めの記事が取り上げられている

のは，アーミッシュにとっては理にかなったこ

とであるという。確かに，創世記24章はイサク

の結婚に至るまでの話が詳しく記されているの

だが，この「イサクの結婚」の記事と知られる

24章の最後の言葉は，イサクがこの結婚によっ

て慰めを得たという結びの言葉で結ばれてい

る。すなわち，これが24章の結論だと解釈する

のだ。この24章が結婚相手選択に関する詳細な

記述を提供しているのは，悲しむイサクを慰め

る配偶者は神からの直接的介在によるもので

あって，それは，愛する母を亡くし憔悴し切っ

た息子が立ち上がり再生への道を辿り始めるた

めのものであったというのだ。このような解釈

は，注解書では見当たらないが，文明の利器に

頼らず厳しい自然との戦いや一般社会からの迫

害の中から生き残って来たアーミッシュにとっ

て，おのずと人生のしわ寄せが母親にいくこと

は想像に難くない。そんな母の姿を見て来た子

どもたちにとって，母親の喪失は乗りこえ難い

ものがあるのだろう。だからこの聖書解釈は，

まさにそんな彼らの一面を感じさせるし，神か

らの不思議な救いが具体的なかたちで現される

ことを期待することは，彼らの祈りと再生への

道を指し示すことにもなる。

　さて，簡単に創世記24章の粗筋を追ってみる

と，しもべは主人アブラハムから息子イサクの

嫁探しという大役を仰せつかり旅立っていく。

この旅は神の摂理の御手に支えられ，不思議な

かたちでリベカという親族の女性のところへと

しもべを導いていき，彼女とその家族の合意を
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通常ではあり得ない早さで獲得し，そして，し

もべは直ちにリベカを伴って戻って来る。そし

て，ちょうどしもべがリベカを連れて帰って来

るところに，イサクとの初対面の場面が訪れ

る。それは，以下の通りである。

　そのとき，イサクは，ベエル・ラハイ・ロイ地
方から帰って来ていた。彼はネゲブの地に住んで
いたのである。イサクは夕暮れ近く，野に散歩に
出かけた。彼がふと目を上げ，見ると，らくだが
近づいて来た。リベカも目を上げ，イサクを見る
と，らくだから降り，そして，しもべに尋ねた。

「野を歩いてこちらのほうに，私たちを迎えに来る
あの人はだれですか。」しもべは答えた。「あの方
が私の主人です。」そこでリベカはベールを取って
身をおおった。しもべは自分がしてきたことを残
らずイサクに告げた。イサクは，その母サラの天
幕にリベカを連れて行き，リベカをめとり，彼女
は彼の妻となった。彼は彼女を愛した。イサクは，
母のなきあと，慰めを得た。（創世記24章62－67節）

　この最後の一節にこの結婚が持っていた重要

な意味が説明されている。「イサクは，その母

サラの天幕にリベカを連れて行き，リベカをめ

とり，彼女は彼の妻となった。彼は彼女を愛し

た。イサクは，母のなきあと，慰めを得た」。

ここで，イサクが妻を母親代わりに考えている

といった批判は当たらない。というのは，当時

の文化の中で，母の天幕において結婚の儀が行

なわれるのが通常であり，この描写は年老いて

生まれたイサクと母との特異性について語って

いるというよりも，父系社会であったにもかか

わらず（20），ヘブルの文化の中にこうした母親

の実質的影響力というものを見ることができる

ところに注目すべきであろう（21）。そして，イ

サクが母の死によって受けた大きな心の痛手を

乗り越えて行くには，やはり母性的慰めがそこ

には必要だったということだ。そして，結婚と

いう新しい人生のスタートを通して，過去にと

どまることなく，前を向き通常の生活に戻って

いくことが必要であったことも忘れてはならな

い。アーミッシュにおける祝福の試金石とし

て，その年に何組の結婚があったかによって測

られるというが，この結婚はまさにそんな意味

を持っていた。健全な悼み悲しみには，回復と

再生を生む可能性がある。

２－２．アブラハムの死（創世記25: 7-11）

　アブラハムの死は，カナンに入ってからちょ

うど百年たった時に起こった。短い箇所なので

引用しておこう。創世記25: 7-11。

　以上は，アブラハムの一生の年で，百七十五年
であった。アブラハムは平安な老年を迎え，長寿
を全うして息絶えて死に，自分の民に加えられた。
彼の子らイサクとイシュマエルは，彼をマクペラ
のほら穴に葬った。このほら穴は，マムレに面す
るヘテ人ツォハルの子エフロンの畑地の中にあっ
た。この畑地はアブラハムがヘテ人たちから買っ
たもので，そこにアブラハムと妻サラとが葬られ
たのである。アブラハムの死後，神は彼の子イサ
クを祝福された。イサクはベエル・ラハイ・ロイ
の近くに住みついた。

２－２－１．死後も家族の中に生き続ける

　この記述の中で，興味深いことは，第一にア

ブラハムの人生は実に充実し満たされた人生で

あったということだ。「天寿を全うし」とある

が，直訳すると，「年をとり，満ち足りて（堪

能して）」の意である。それは，単に「年が満

ちて」ではなく，「神がその人のために計画さ

れたことの成就」（フォンラート）であり，す

なわち，神がアブラハムのために計画されたこ

とが，一つも違うことなく行なわれたというこ
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とである。それは，祝福の人生以外の何もので

ない。８節では「死に，自分の民に加えられ

た」とあるが，直訳すると，「近い繋がりの人

たちに」という意味になり，その重点は「死

後もなお生き存在し続けている人たち」（キド

ナー）ということである（22）。これは，後世に

影響を残していったということであり，残され

た家族や親しい友人たちの心に大いなる精神

的，かつ霊的遺産を残していったかということ

を伺い知ることができる。内村鑑三が『後世最

大の遺物』の中で語っていることと似ている。

これが，聖書が語る祝福された人生である。「信

仰の父」と呼ばれているアブラハムの死におい

て，生存中の政治的経済的影響力もさることな

がら，死後もなお人々の記憶の中に残り，尊敬

と感謝の思いが子々孫々にまで引き継がれてい

くことそこ，天寿を全うするということの本当

の意義ではないだろうか。

　アーミッシュの教育では，後世への影響力と

いうことが現世における成功よりも遥かに重要

視される。アブラハムとサラの人生は，アー

ミッシュの社会では手本とされ，しばしば礼拝

においても強調される説教である。そして，こ

の老人の経験が尊ばれることは，単に教えとし

てではなく，実際に確認されることである。と

いうのは，筆者がハリー・トロイヤーへのイン

タビューを行なっている時にはいつでも，子ど

もたちも傍らにいて，長老である彼の話に真剣

に耳を傾けていた。

２－２－２．家族を繋ぐ墓の存在

　第二に，サラのために用意した墓は，家族の

墓となったということだ（イサク，リベカ，レ

ア，ヤコブ）（23）。しかも，この墓は，単に家族

墓だけでなく，イスラエル民族の心の故郷に

なっていくのだが，ここに墓というものの重要

性を見ることができる。日本の文化において，

実際に葬られた場所とは異なった場所に墓が建

てられる場合があるとしても（24），故人が葬ら

れ，そのことを思い起こし記念をする場所は，

残された者たちにとって永遠に思いを馳せさせ

る重要な場所となる。聖書から見えて来るヘブ

ル人の墓の特徴は，家族が何世代にもわたって

葬ることのできる大きさを持ち，幾つかの部

屋に分かれているものや棚がある（25）。それは，

一族の繋がりを意味するとともに，その共同体

を強化する機能を持っていると考えられる。

　アーミッシュも家族ごとに埋葬される。た

だ，彼らは，自らのコミュニティを一つの大

きな家族であると認識しているので，「○×家

の墓」というような考え方も表示もない。実

際，プラッツバーグ教区の共同墓地には墓石や

印さえもなかった。墓場であることは認識で来

ても，区画整理がされているわけではない。次

に掘る場所は分っても，これまでにどこに誰が

埋葬されているのがほとんど識別できないのに

は驚いた。その理由を尋ねると，もう魂は天国

に行っているので，ここに来る必要はないとい

う。彼らは墓参りをしないのだ。それは，彼ら

の徹底した復活信仰から来ている。しかし，そ

のコミュニティのメンバー以外は，その墓地に

埋葬されることはない特別な場所である。たと

え墓参りも，花を飾ることもしないとしても，

墓地に向かう道は，共同体一人一人にとって，

特別な意味を持っており，そこには共同体とし

ての明確な繋がりがあることは否定できない。
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２－２－３．残された家族の和解

　そして，第三に，もう一つここで注目すべき

出来事がある。それは，それまで仲違いをして

いた腹違いの兄弟，イサクとイシマエルとが父

アブラハムの葬儀を協同して行なっているとい

うことである。「彼の子らイサクとイシュマエ

ルは，彼をマクペラのほら穴に葬った」。この

墓こそサラのためにアブラハムが用意したもの

であり，今後この墓が族長，そして，イスラエ

ル民族の聖地となって発展していくことにな

る。ロイポルトによれば，父の死が二人の間に

和解をもたらした可能性を暗示する（26）。実は，

この赦しと和解のテーマは，聖書の描写する葬

送儀礼の中心として明確にわれわれの目に現れ

て来る。創世記には，サラやアブラハムをはじ

め，全部で七つの葬儀の様子について記述して

いる。本稿では，紙面の都合上，その中の最初

の三つのみに触れるが，それらは，デボラ，ラ

ケル，イサク，ヤコブ，そしてヨセフである。

こうした葬儀において共通のテーマとして繰り

返されてくるのが，この和解であり，赦しなの

だ。この一貫したテーマをさらに追っていくこ

とにしよう。このことは，改めて述べるところ

であるが，アーミッシュ共同体にとっても非常

に重要な意味を持つ部分である。アーミッシュ

の葬儀の一つの目的に，残された者たちの間の

赦しと和解があるということは強調してもし過

ぎることはない。

２－３．デボラの死（創世記35: 8）

　デボラとは誰か。デボラとは，イサクの妻リ

ベカのうばであったと考えられる（創世記24: 

59）。創世記35: 8 には，唐突に次のような描写

が現れる。「リベカのうばデボラは死に，ベテ

ルの下手にある樫の木の下に葬られた。それで

その木の名はアロン・バクテと呼ばれた」。

２－３－１．悼み悲しみの場としての葬儀

　エリコットによれば，ヤコブは，兄との衝突

のゆえ，母リベカの実家に逃れ二十一年にわた

る逃亡生活を終えて，故郷パダン・アラムに

帰ってくると，まずヘブロンの父イサクのもと

へ行ったという（27）。ところが，母リベカは既

に他界していた。溺愛ともいえる深い愛情を

持って育てられてヤコブにとって，家庭の事情

で離れて生活することを余儀なくされ，その結

果，この地上での再会の夢さえも果たし得な

かったことは，悔やんでも悔やみきれないもの

だったに違いない。そこで，ヤコブが失意の中

でとった行動は，リベカのうばであったデボラ

を伴ってヘブロンを去ることであった。ヤコブ

にとってデボラは，母の形見のような存在で

あったのだろう。そんな彼女が亡くなるという

記事が唐突のように現れるのは，そのような背

景があったからと推察される。その葬りの場所

は，「アロン・バクテ」と呼ばれたとあるが，

その意味は「嘆きの木」という意味だ。この

「嘆き」と訳された言葉は，「泣く（□へボキテ）」

と同根のことばであるから，ヤコブの悲しみが

いかに深いものであったのかがわかる。それは

母リベカへの思いと重なっていたことは明らか

であるが，愛された息子がその成長の姿を見せ

ることのできなかった悔しさを感じさせる場面

ではないか。

２－３－２．反省を促す機会としての葬儀

　この箇所に関して，アーミッシュの解釈は非

常に興味深い。ハリー・トロイヤーによれば，
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ここで聖書が語っていることは，母への感謝と

共に，しばしば十分その思いを告げることので

きなかった無念の涙が錯綜しているそんなヤコ

ブの姿の中に，アーミッシュ共同体を去った者

が葬儀に参列する場合，これまでの親に対する

親不孝を反省する機会を与え，またこの死の痛

みを通して，共同体に再加入する機会を提供す

るものだという。これは，われわれの聖書解釈

とは全く異なっているが，それだからといって

誤りであるということはできない。ここで，こ

の無念の思いは，母だけに限らず父への場合も

あるという。アーミッシュにとって葬儀自体

が，共同体の求心力を強化するものであると同

時に，教育的機能も持っていることが分る。

　聖書が書かれた時代は，男性優位の社会であ

り，しばしば男性の視点で記されているが，こ

の母の死に現される激しい情緒は父の死（アブ

ラハムにもイサクにも）には見られない。イサ

クも母サラを失った後，妻リベカによってここ

の慰めと支えとを得たことが記されていたよう

に，母親が亡くなると家族を繋ぎ留めていた絆

は弱化されていくようだ。このことは，厳格な

父系社会であるアーミッシュ共同体においても

同じであるとエイブ・トロイヤーは語ってい

る。それは，われわれの文化においても同様

で，母が存命である限り，正月に集まるけれど

も，母が他界した途端，集合しなくなる家族の

話はよく聞く。また，母サラの墓に一族が続い

て入っていくというこの順番も見逃してはなら

ない。こうした目には見えないけれども母の

担って来た人を繋ぎ留める役割，その思いや

り，配慮といったものは，人が生きていく上で

欠かすことのできないものである。こうしたこ

とに機会のあるごとに感謝を現すことは，聖書

が大切な教えとして示すものだとハリー・トロ

イヤーは語る。

　ヘブルの文化において母性がしばしば神の属

性を表すために用いられている。ヘブル語には

母の母胎を表す言葉が幾つかあるが，「□へドタ

ン」はその一つだが，全地を包み込む大地を意

味する言葉になり，そこから全てを包み込む包

容力を意味する言葉となり，その包容力は「平

安」という意味へと発展していったし，「□へカー

ファル」も母の母胎を現わす言葉から派生し，

「包む」という意味であったが，全ての咎や罪

覆い隠すというところから「赦す」，「あがな

う」，あるいは「愛する」という意味に変容し

ていった（29）。日本においても母に対する感情

には深いものがあるが，こうした母との別れに

おいて，イサクやヤコブがしたように，心から

の感謝と悼み悲しむことは重要である。こうし

た過程を通して次への人生のステップを踏み出

す力や意味を見出していくのだ。

おわりに

　アーミッシュの葬送儀礼における幾つかの

特徴を旧約聖書，創世記の解釈と実践から見

てみた。創世記には，全部で７つの葬送の儀

礼についての記事があるが，ここではその中の

最初の３つを取り上げた。そこで見えて来たも

のは，西洋の哲学者たちが主張し，また，今日

の日本の思想家たちの間にも見られる「死を

意識して生きること」や「死者は死後も語り

続けていること」，あるいは「共同体の絆や準

拠集団を必要としていること」，そして，「和

解」といったテーマは，アーミッシュの葬儀に

おいて中心的な位置を占めているということ

だ。アーミッシュ共同体において，特徴的に挙
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げられることとしては，第一に，父系社会であ

るにもかかわらず，妻や母への感謝というこ

とが重要なエートスとして守られていた。こ

れは，Worldview分析における「支配的テーマ

（Dominant Theme）」と「対抗テーマ（Counter 

Theme）」として，アーミッシュの考察に援用

できる。第二に，天国信仰が挙げられる。この

地上生涯が全てではなく永遠の神の国への旅路

を生きるという世界観がアーミッシュの生活に

は一貫してみられる。第三に，和解の重要性で

ある。それは，家族間における和解ばかりでな

く，共同体を去って行った者たちが戻ってくる

機会としても機能していた。そして，第四に，

一つの場所に葬られることの意義は，共同体の

絆の強化と再生のために重要な意義を持ってい

た。以上のことから，アーミッシュの葬儀が共

同体の信仰，絆，発展のためにかくも重要な役

割を演じていることが分る。これらのことは，

われわれも鑑みるべき価値ある視点であり，ま

た，さらなる研究が進められる必要があると思

う。
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